
星空ガイド ９月１６日～１０月１５日

※惑星は２０２０年１０月１日の位置です。

よいの星空
９月１６日２２時頃

１０月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
９月１６日 ４時頃

１０月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

９ １６ ５：４１ １８：０３ ３：５０ １７：３７ ２８.０

２１ ５：４５ １７：５６ ９：４８ ２０：３８ ３.７

２６ ５：４８ １７：４９ １４：５７ ０：００ ８.７

１０ １ ５：５２ １７：４２ １７：４５ ４：５５ １３.７

６ ５：５６ １７：３５ ２０：０８ ９：３３ １８.７

１１ ６：００ １７：２８ ‐‐‐ １４：０５ ２３.７

１５ ６：０３ １７：２３ ３：４６ １６：４２ ２７.７
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１０月６日、火星が最接近

１０月６日、火星が地球に最接

近します。この日の火星の明るさ

は-２.６等で、南西に光る木星（-２.３

等）よりも明るくなります。１０月１４

日には衝をむかえ、一晩中空で見

やすい時期でもあります。

地球と火星は約２年２か月ごと

に近づいたり離れたりを繰り返して

います。前回２０１８年の最接近で

は、地球に５,７５９万ｋｍまで近づく

大接近でした。今回は６,２０７万ｋｍですか

ら、“やや”大接近といったところでしょうか。

最接近の前後は、普段よりも火星の視直

径が大きくなりますので、望遠鏡で火星表

面の黒っぽい模様や、極冠とよばれる白い

模様も見えるかも知れません。機会がありま

したら、ぜひ望遠鏡でもお楽しみください。

中秋の名月を見よう

旧暦８月１５日の月は「中秋の名月」と呼ばれ、この日はお月見をする日とされて

います。現在の暦では、今年は１０月１日（木）となります。日付でお月見の日を決め

るわけですから、必ずしも満月にはなりません。ですが今年は翌２日の朝６時に満月

となりますから、ほぼ丸い月を楽しめるのではないでしょうか。晴れたらぜひ、昔ながら

の風習にならい、おだんごやお餅などを食べ…、いえ、まずはお供えして、お月見を

楽しんでみてはいかがでしょう。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

９ １７ 木 ●新月（２０時）

１８ 金 月が最近（３５９,１００ｋｍ）

夕方の低空に月と水星がならぶ

１９ 土 秋の彼岸の入り

２１ 月 敬老の日

２２ 火 秋分／秋分の日

２４ 木 上弦（１１時）

２５ 金 月と木星・土星がならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

１０ １ 木 中秋の名月

２ 金 ○満月（６時）

水星が東方最大離角

４ 日 月が最遠（４０６,３００ｋｍ）

６ 火 火星が最接近（６,２０７万ｋｍ）

８ 木 寒露

１０ 土 下弦（１０時）

１４ 水 明け方に月と金星がならぶ

火星が衝

図．１０月６日 夜９時ごろの大阪の空
(ステラナビゲータ１０で作図)

西野 藍子（科学館学芸員）

(科学館補助スタッフ
藤原氏撮影)
※この時は火星表面
に大砂嵐が発生し、
黒っぽい模様はほぼ
見えなくなっていた。

写真：２０１８年７月の火星
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